
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１9１7年、「政治経済学科卒業記念帖 大正 ６ 年」）
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○
「
早
稲
田
議
会
（
擬
国
会
）
開
催
通
知
」・「
傍
聴
券
」（
一
九
〇
四
～
一
九
〇
五
年
）
資
料
４
政
治
経
済
学
科
の
授
業
「
国
会
演
習
」
に
お
い
て
行
わ
れ
た
擬
国
会
は
、「
早
稲
田
議
会
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
員
や
招
聘
さ
れ
た
（
実
際
の
）
議
員
・
官
僚
ら
が
閣
僚
・
政
党
の
代
表
・
政
府
委
員
役
を
、
学
生
が
一
般
議
員
役
を
務
め
た
。
擬
国
会
に
は
、
毎
回
、
数
千
の
聴
衆
が
学
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
が
、
一
九
二
〇
年
の
大
学
昇
格
に
伴
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
再
編
に
伴
っ
て
終
焉
を
迎
え
た
。
資料 4
擬国会の様子
（１9１5年、「政治経済学科卒業記念帖 大正４年」）
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○
近
藤
浩
一
路
著
、
博
文
館
発
行
『
校
風
漫
画
』（
一
九
一
七
年
）
資
料
５
「
ナ
マ
ケ
振
り
」
を
天
下
に
誇
る
文
科
、
寒
い
旧
校
舎
で
オ
ッ
ト
セ
イ
の
よ
う
に
厚
着
を
す
る
政
治
科
、
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る
新
校
舎
で
朝
か
ら
晩
ま
で
勉
強
に
没
頭
す
る
理
工
科
、「
高
襟
」（
ハ
イ
カ
ラ
）
で
要
領
の
よ
い
商
科
な
ど
、
学
生
の
姿
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
く
。
学
科
の
新
設
と
学
生
の
増
加
は
、
学
科
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
気
質
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
○
清
国
留
学
生
部
「
教
場
日
誌
庚
班
」
資
料
６
毎
日
の
授
業
内
容
と
担
当
教
員
が
記
さ
れ
る
。
資料 ６
資料 5
103
宋
教
仁
の
日
記
に
み
る
清
国
留
学
生
部
清
末
の
革
命
運
動
に
参
加
し
、
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
宋
教
仁
（
一
八
八
二
～
一
九
一
三
）
も
、
清
国
留
学
生
部
に
学
ん
だ
一
人
。
一
九
〇
四
年
、
黄
興
、
陳
天
華
ら
と
企
図
し
た
蜂
起
計
画
が
失
敗
し
、
日
本
に
亡
命
し
た
彼
は
、
孫
文
ら
と
結
成
し
た
中
国
同
盟
会
で
活
動
す
る
傍
ら
、
一
九
〇
六
年
二
月
、
清
国
留
学
生
部
の
予
科
（
本
科
進
学
の
前
段
階
と
し
て
設
け
ら
れ
た
課
程
）
に
入
学
し
た
。
二
月
一
日
く
も
り
。
辰
初
星
〔
午
前
七
時
〕、
早
稲
田
大
学
に
い
っ
て
授
業
を
受
け
た
。
余
が
入
っ
た
ク
ラ
ス
は
留
学
生
部
予
科
の
壬
組
で
あ
り
、
す
で
に
開
講
し
て
三
カ
月
あ
ま
り
と
な
る
。
余
は
こ
の
と
き
は
じ
め
て
出
席
し
た
の
で
各
科
目
い
ず
れ
も
補
習
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
は
じ
め
の
講
義
は
数
学
で
あ
っ
た
が
、
余
は
あ
ま
り
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
巳
正
〔
十
時
〕、
日
本
語
の
授
業
を
受
け
た
。
程
度
は
ひ
じ
ょ
う
に
低
く
、
余
は
理
解
し
て
な
お
余
裕
が
あ
っ
た
。
午
初
〔
十
一
時
〕、
理
科
の
鉱
物
の
講
義
を
受
け
た
。
正
午
に
帰
り
、
未
初
〔
一
時
〕、
ふ
た
た
び
学
校
に
い
っ
て
歴
史
の
授
業
を
受
け
た
。
西
洋
史
で
あ
る
。
未
正
〔
二
時
〕、
ふ
た
た
び
日
本
語
を
学
び
、
申
初
〔
三
時
〕
に
休
憩
し
、
申
正
〔
四
時
〕
に
な
お
一
時
間
あ
っ
て
、
ま
た
日
本
語
の
授
業
で
あ
っ
た
。
余
は
い
そ
い
で
帰
っ
て
他
の
科
目
を
補
習
し
よ
う
と
思
い
、
す
ぐ
に
帰
っ
た
。
毎
日
の
授
業
時
間
表
を
か
い
て
壁
に
貼
っ
た
。
学
校
の
授
業
時
間
表
を
合
わ
せ
て
す
べ
て
こ
れ
に
写
し
取
り
、
さ
ら
に
余
自
身
が
定
め
た
自
習
時
間
表
を
付
け
加
え
た
。
十
五
日
晴
。
朝
起
き
る
の
が
ま
た
遅
か
っ
た
。
そ
の
う
え
時
計
が
停
ま
っ
て
い
た
の
で
と
う
と
う
算
学
の
授
業
に
一
時
間
遅
刻
し
て
し
ま
っ
た
。
あ
あ
！
余
は
つ
い
に
堕
落
し
て
し
ま
っ
た
。
二
十
三
日
雨
。
午
前
、
学
校
で
日
本
語
と
算
学
の
試
験
を
受
け
、
日
本
語
で
四
字
間
違
え
た
。
午
後
は
図
画
と
日
本
語
の
試
験
で
、
日
本
語
は
ま
た
三
字
間
違
え
た
。
…

松
本
英
紀
訳
注
『
宋
教
仁
の
日
記
』（
同
朋
社
、
一
九
八
九
年
）
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Ⅱ　
「
改
造
」
の
潮
流
と
戦
争
の
足
音
─
─
一
九
二
〇
～
一
九
三
〇
年
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
潮
流
の
も
と
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
社
会
的
諸
矛
盾
の
是
正
を
求
め
る
動
き
が
広
ま
っ
た
。
労
働
運
動
や
普
選
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
運
動
が
高
揚
し
、
社
会
主
義
が
広
が
り
、「
改
造
」
が
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。
早
稲
田
大
学
は
、
こ
う
し
た
新
思
潮
の
震
源
地
の
一
つ
と
な
っ
た
。
他
方
、
産
業
構
造
の
変
化
と
学
校
教
育
の
浸
透
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
よ
う
な
新
た
な
社
会
階
層
を
生
み
出
し
、
大
衆
社
会
化
が
進
展
し
た
。
一
九
二
〇
年
二
月
、
早
稲
田
大
学
は
大
学
令
に
基
づ
く
正
式
な
大
学
と
な
る
。
早
稲
田
に
は
さ
ら
に
多
く
の
学
生
が
集
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
数
は
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
の
時
点
で
一
四
、
〇
〇
〇
名
余
り
と
な
っ
て
い
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
景
観
も
大
き
く
変
貌
し
た
。
学
生
数
と
蔵
書
の
増
加
に
応
え
る
た
め
、
一
九
二
五
年
に
新
図
書
館
（
現
在
の
二
号
館
）
が
開
館
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
木
造
校
舎
に
替
わ
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
耐
久
校
舎
が
続
々
と
竣
工
し
た
。
教
育
内
容
・
教
授
方
法
の
充
実
も
図
ら
れ
た
。
大
学
昇
格
に
際
し
、
早
稲
田
大
学
は
教
育
の
基
本
方
針
に
「
自
知
自
発
」
を
掲
げ
、
自
学
自
習
の
精
神
を
重
視
し
た
。
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
、
自
修
的
研
究
と
詰
込
主
義
排
除
を
旨
と
す
る
学
制
改
革
が
実
施
さ
れ
、
選
択
科
目
や
演
習
討
論
が
拡
充
さ
れ
た
。
社
会
運
動
・
政
治
運
動
が
高
揚
す
る
一
方
で
、
治
安
当
局
は
そ
れ
ら
の
運
動
や
思
想
へ
の
警
戒
と
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
く
。
と
り
わ
け
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
へ
の
弾
圧
は
徹
底
さ
れ
、
そ
の
波
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
及
ん
だ
。
一
九
二
三
年
に
は
佐
野
学
・
猪
俣
津
南
雄
両
講
師
の
研
究
室
が
捜
索
さ
れ
、
学
内
外
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
。
大
学
の
運
営
も
、
次
第
に
、
政
府
や
治
安
当
局
の
意
向
を
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。「
改
造
」
の
思
潮
を
主
導
し
、
学
生
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
大
山
郁
夫
は
、
一
九
二
七
年
、
無
産
政
党
で
あ
る
労
働
農
民
党
の
中
央
執
行
委
員
長
就
任
を
機
に
、
学
生
の
留
任
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
解
職
さ
れ
た
。
同
時
期
、
新
聞
学
105
会
・
雄
弁
会
な
ど
多
く
の
学
生
諸
団
体
が
解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
。
一
九
三
一
年
九
月
の
満
州
事
変
勃
発
を
機
に
、
日
本
は
国
際
的
な
孤
立
と
戦
争
へ
の
道
を
進
む
。
そ
の
過
程
で
、
教
育
に
対
す
る
統
制
も
強
め
ら
れ
た
。
一
九
二
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
軍
事
教
練
に
は
、
事
変
後
、
野
外
教
練
が
加
わ
っ
た
。
一
九
三
六
年
に
は
、
早
稲
田
で
も
御
真
影
と
教
育
勅
語
の
謄
本
を
奉
戴
し
、
紀
元
節
・
天
長
節
・
明
治
節
の
奉
祝
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キャンパス風景
（１9３7年、「商学部卒業記念写真帖 昭和１２年」）
新図書館閲覧室風景
（１9３7年、「商学部卒業記念写真帖 昭和１２年」）
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〔
主
な
展
示
資
料
〕
○
千
葉
匡
（
一
九
二
二
年
政
治
経
済
学
部
卒
）「
林
癸
未
夫
「
最
近
労
働
政
策
」
受
講
ノ
ー
ト
」
資
料
７
・「
青
柳
篤
恒
「
最
近
極
東
史
」
受
講
ノ
ー
ト
」
／
銭
廣
克
之
（
一
九
三
二
年
文
学
部
卒
）「
オ
ス
カ
ー
ワ
イ
ル
ド
論
」（
日
高
只
一
講
義
課
題
）
ほ
か
課
題
レ
ポ
ー
ト
草
稿
」
「
労
働
政
策
」
は
大
学
昇
格
後
に
設
置
さ
れ
た
選
択
科
目
。
林
は
や
が
て
、
国
家
主
義
を
基
礎
に
土
地
・
主
要
産
業
の
国
有
化
を
主
張
す
る
国
家
社
会
主
義
の
立
場
を
採
る
。
青
柳
は
日
本
屈
指
の
中
国
通
と
し
て
、
清
国
留
学
生
部
教
務
主
任
の
ほ
か
、
大
隈
の
中
国
語
通
訳
や
中
華
民
国
大
総
統
袁
世
凱
の
顧
問
な
ど
を
務
め
た
。
○
安
部
磯
雄
「
都
市
問
題
農
村
問
題
」
講
義
ノ
ー
ト
」（
一
九
一
三
～
二
五
年
頃
）
資
料
８
・「
社
会
学
」「
社
会
問
題
」
講
義
ノ
ー
ト
」
（
一
九
二
〇
～
二
三
年
頃
）
一
八
九
九
年
に
同
志
社
よ
り
早
稲
田
に
移
っ
た
安
部
は
、
資
本
主
義
社
会
の
抱
え
る
問
題
の
解
決
を
目
指
し
、
社
会
問
題
・
都
市
問
題
を
講
じ
た
。
そ
の
講
義
振
り
は
、「
直
立
不
動
の
姿
勢
を
以
て
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
市
設
病
院
は
と
都
市
問
題
を
講
ず
る
処
は
、
ほ
ん
に
懐
し
い
小
父
さ
ん
に
候
」
と
評
さ
れ
た
（
雑
誌
『
青
年
』
一
九
一
四
年
八
月
号
）。
○
理
工
学
部
採
鉱
冶
金
学
科
の
鉱
山
実
習
報
告
書
（
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
）
資
料
９
理
工
学
部
採
鉱
冶
金
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
鉱
山
・
炭
鉱
で
の
実
習
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
学
生
は
約
一
か
月
間
、
実
習
先
の
鉱
山
・
炭
鉱
に
滞
在
し
、
採
掘
技
術
や
労
働
状
況
を
克
明
に
記
録
し
た
。
○
「
新
解
釈
学
生
日
記
」（
一
九
三
二
年
、「
法
学
部
卒
業
記
念
昭
和
七
年
」）
資
料
１0
107
資料 7
資料 9
資料 ８
資料１0
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Ⅲ　
戦
争
と
荒
廃
、
そ
し
て
復
興
─
─
一
九
三
七
～
一
九
五
二
年
一
九
三
七
年
七
月
、
日
本
は
中
国
と
の
全
面
戦
争
に
突
入
す
る
。
総
力
戦
体
制
の
構
築
が
進
み
、
あ
ら
ゆ
る
人
材
と
資
源
が
戦
争
遂
行
の
た
め
に
動
員
さ
れ
る
な
か
で
、
早
稲
田
大
学
も
ま
た
、
国
策
に
順
応
し
て
い
っ
た
。
戦
時
下
で
新
設
さ
れ
た
鋳
物
研
究
所
や
興
亜
経
済
研
究
所
な
ど
の
研
究
機
関
、
あ
る
い
は
、「
東
亜
の
文
化
開
発
に
雄
飛
す
べ
き
青
年
学
徒
を
養
成
」
す
る
と
し
た
特
設
東
亜
専
攻
科
は
、
戦
争
遂
行
の
た
め
の
技
術
や
理
念
、
人
材
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
そ
の
一
方
、
反
戦
的
、
自
由
主
義
的
、
反
天
皇
制
的
と
見
な
さ
れ
た
教
員
に
対
す
る
当
局
か
ら
の
圧
迫
が
強
ま
っ
た
。
津
田
左
右
吉
や
京
口
元
吉
が
大
学
を
追
わ
れ
、
帆
足
理
一
郎
・
西
村
真
次
・
林
癸
未
夫
ら
の
著
作
が
、
発
禁
・
絶
版
や
一
部
削
除
な
ど
の
処
分
を
受
け
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
戦
争
遂
行
に
適
合
的
な
も
の
へ
と
再
編
さ
れ
た
。
軍
事
教
練
は
必
修
科
目
と
な
り
、「
国
是
即
応
、
体
力
錬
磨
、
集
団
訓
練
」
を
目
的
と
す
る
学
徒
錬
成
部
が
新
設
さ
れ
た
。
学
生
が
学
問
と
向
き
合
う
日
常
は
次
第
に
切
り
詰
め
ら
れ
、
や
が
て
、
戦
争
一
色
と
な
っ
た
。
日
本
が
対
米
英
開
戦
に
踏
み
切
っ
た
一
九
四
一
年
一
二
月
に
は
繰
り
上
げ
卒
業
が
始
ま
り
、
在
学
期
間
を
短
縮
さ
れ
た
卒
業
生
が
戦
場
へ
と
赴
い
て
い
っ
た
。
一
九
四
三
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
学
生
に
与
え
ら
れ
て
い
た
徴
兵
猶
予
の
特
典
が
廃
止
さ
れ
、
五
、
〇
〇
〇
名
余
り
の
文
科
系
学
生
が
一
斉
に
入
営
・
応
召
し
た
（
学
徒
出
陣
）。
残
留
し
た
学
生
に
対
し
て
も
、
軍
需
工
場
や
建
築
現
場
へ
の
勤
労
動
員
が
急
速
に
強
化
さ
れ
た
。
戦
争
末
期
に
は
、
国
民
学
校
初
等
科
を
除
く
全
教
育
機
関
で
授
業
を
取
り
や
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
早
稲
田
大
学
も
そ
の
教
育
機
能
を
停
止
す
る
に
至
っ
た
。
戦
争
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
四
五
年
五
月
二
五
日
の
空
襲
に
よ
っ
て
、
恩
賜
記
念
館
や
大
隈
会
館
（
旧
大
隈
邸
）
を
は
じ
め
、
レ
ン
ガ
造
・
木
造
建
築
の
ほ
と
ん
ど
が
壊
滅
し
た
。
新
し
い
耐
久
校
舎
の
被
害
は
比
較
的
軽
微
だ
っ
た
が
、
109
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
三
割
が
損
害
を
受
け
、
多
く
の
校
舎
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
戦
争
終
結
直
後
の
一
九
四
五
年
九
月
に
は
、
灯
火
管
制
に
よ
っ
て
窓
ガ
ラ
ス
が
タ
ー
ル
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
ま
ま
の
薄
暗
い
教
室
で
、
授
業
が
再
開
さ
れ
た
。
戦
地
や
動
員
・
疎
開
先
か
ら
、
徐
々
に
学
生
も
帰
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
、
早
稲
田
に
再
び
、
学
問
に
勤
し
む
学
生
た
ち
の
姿
が
戻
っ
て
き
た
。
空襲で倒壊した理工学部校舎
（１945年5月２６日、早稲田大学図書館所蔵
「早稲田大学戦災写真」）
図書館閲覧室風景
（１950年頃、「昭和２６年度卒業記念
早稲田大学第一理工学部機械工学科」）
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〔
主
な
展
示
資
料
〕
○
あ
る
学
生
の
「
通
学
の
一
日
」（
一
九
四
一
年
、「
某
商
学
部
学
生
旧
蔵
早
稲
田
大
学
在
学
記
念
ア
ル
バ
ム
」）
資
料
１１
写
真
に
は
、「
大
学
に
は
休
講
と
ブ
ラ
ン
ク
の
時
間
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
学
生
は
之
ら
の
時
間
を
無
意
義
に
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
」
と
、
本
人
に
よ
る
解
説
が
あ
る
。
○
川
村
芳
太
郎
（
一
九
四
三
年
専
門
部
商
科
卒
）「
小
林
行
昌
「
商
業
学
」
ほ
か
受
講
ノ
ー
ト
」（
一
九
四
一
～
四
三
年
頃
）
資
料
１２
　
筆
記
者
の
川
村
芳
太
郎
は
繰
上
げ
卒
業
後
の
一
九
四
三
年
末
に
入
営
。
一
九
四
五
年
五
月
一
日
、
沖
縄
で
戦
死
。
資料１２
資料１３
資料１１
111
○
川
原
篤
「
国
際
政
治
」
講
義
ノ
ー
ト
」（
一
九
四
三
～
四
四
年
）
資
料
１３
政
治
経
済
学
部
教
授
の
川
原
は
一
九
四
四
年
六
月
に
応
召
。
一
九
四
五
年
一
月
、
中
国
の
漢
口
で
戦
病
死
。
○
山
崎
直
幸
（
一
九
五
一
年
第
一
商
学
部
卒
）「
上
坂
酉
三
「
貿
易
実
務
」
受
講
ノ
ー
ト
」（
一
九
五
〇
～
五
一
年
頃
）
資
料
１4
※
本
展
示
の
図
録
は
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
左
の
通
り
。
https://w
w
w
.w
aseda.jp/culture/archives/
資料１4
